
第32回全国高等学校総合文化祭開催要綱

１ 趣 旨

高等学校教育の一環として、高等学校生徒に芸術文化活動の場を提供することにより、芸術

文化活動への参加意欲を喚起し、創造的な人間育成を図るとともに、芸術文化活動を通じて、

全国的、国際的規模での生徒相互の交流・親睦を図る。

２ 主催、後援、協賛

(1) 主 催

文化庁、社団法人全国高等学校文化連盟、群馬県、群馬県教育委員会、前橋市、前橋市

教育委員会、高崎市、高崎市教育委員会、桐生市、桐生市教育委員会、伊勢崎市、伊勢崎

市教育委員会、太田市、太田市教育委員会、館林市、館林市教育委員会、渋川市、渋川市

教育委員会、藤岡市、藤岡市教育委員会、富岡市、富岡市教育委員会、中之条町、中之条

町教育委員会、みなかみ町、みなかみ町教育委員会、群馬県高等学校文化連盟

(2) 後 援（予定）

都道府県教育長協議会、全国高等学校長協会、群馬県高等学校長協会、群馬県私立中学

高等学校協会、報道関係団体

(3) 協 賛

各部門の全国組織団体、その他関係団体

３ 期 日

平成２０年８月６日（水）～１０日（日） ５日間

４ 開会行事

(1) 総合開会式・・・・・ぐんまアリーナ（前橋市）

(2) パ レ ー ド・・・・・前橋市街地

５ 開催部門及び会場

(1) 演 劇・・・・・桐生市市民文化会館（桐生市）

(2) 合 唱・・・・・群馬音楽センター（高崎市）

(3) 吹 奏 楽・・・・・群馬音楽センター（高崎市）

(4) 器 楽 ・ 管 弦 楽・・・・・群馬県民会館（前橋市）

(5) 日 本 音 楽・・・・・太田市新田文化会館（太田市）

(6) 吟 詠 剣 詩 舞・・・・・前橋市民文化会館（前橋市）

(7) 郷 土 芸 能・・・・・群馬県みかぼみらい館（藤岡市）

(8) ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾄﾝﾄﾜﾘﾝｸﾞ・・・・・ぐんまアリーナ（前橋市）

(9) 美 術 ・ 工 芸・・・・・群馬県立近代美術館（高崎市）

(10) 書 道・・・・・群馬県庁県民ホール（前橋市）

(11) 写 真・・・・・高崎シティギャラリー〔展示〕（高崎市）

水上温泉地域の利根川ほか〔撮影会〕（みなかみ町）

(12) 放 送・・・・・伊勢崎市文化会館（伊勢崎市）

(13) 囲 碁・・・・・群馬県生涯学習センター（前橋市）

(14) 将 棋・・・・・群馬県生涯学習センター（前橋市）

(15) 弁 論・・・・・館林市文化会館（館林市）

(16) 小倉百人一首かるた・・・・・ぐんま武道館（前橋市）

(17) 新 聞・・・・・前橋市民文化会館（前橋市）

(18) 文 芸・・・・・渋川市民会館（渋川市）



６ 協賛部門及び会場

(1) 青 少 年 赤 十 字・・・・・群馬県社会福祉総合センター（前橋市）

(2) ミ ュ ー ジ カ ル・・・・・吾妻郡文化会館（中之条町）

(3) オ ペ ラ・・・・・富岡市かぶら文化ホール（富岡市）

(4) 特 別 支 援 学 校・・・・・群馬会館（前橋市）

(5) 園 芸 装 飾・・・・・群馬県内の各開催会場

(6) 茶 ・ 華 道・・・・・群馬県内の各開催会場

７ 内 容

部 門 内 容

総 合 開 会 式 式典、交流（国際交流、三県交流）及び交歓会

パ レ ー ド
マーチングバンド・バトントワリング部門参加者を含む全国高

校生によるパレード

演 劇 ブロック代表校による演劇上演、講習及び研究協議

合 唱

吹 奏 楽

器 楽 ・ 管 弦 楽 各都道府県高等学校文化連盟又は各都道府県教育委員会から推
日 本 音 楽

薦された優秀校による演奏及び演技発表
吟 詠 剣 詩 舞

郷 土 芸 能

ﾏｰﾁﾝｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾄﾝﾄﾜﾘﾝｸﾞ

美 術 ・ 工 芸 各都道府県高等学校文化連盟又は各都道府県教育委員会から推

書 道 薦された優秀作品の展示

写 真

放 送
各都道府県高等学校文化連盟又は各都道府県教育委員会から推

薦された優秀校による発表及び優秀作品の映写

囲 碁 各都道府県高等学校文化連盟又は各都道府県教育委員会から推

将 棋 薦された生徒による競技

弁 論
各都道府県高等学校文化連盟又は各都道府県教育委員会から推

薦された優秀弁士による発表

小 倉 百 人 一 首 か る た
各都道府県高等学校文化連盟又は各都道府県教育委員会から推

薦された生徒による競技

新 聞 各都道府県高等学校文化連盟又は各都道府県教育委員会から推

文 芸 薦された優秀作品の展示

青 少 年 赤 十 字 群馬県内の高等学校生徒を中心とした展示及び発表

協 ミ ュ ー ジ カ ル 群馬県内の高等学校生徒を中心とした演奏及び演技発表

オ ペ ラ

特 別 支 援 学 校 群馬県内の特別支援学校高等部生徒を中心とした展示

賛 園 芸 装 飾 群馬県内の高等学校生徒を中心とした展示

茶 ・ 華 道 群馬県内の高等学校生徒を中心とした展示及び発表

８ 実施組織

行政機関、教育機関及び関係団体によって構成された実行委員会の下で本事業を行うものと

し、この事務局を群馬県教育委員会事務局全国高校総合文化祭推進室内に置く。

９ 経 費

全国高等学校総合文化祭の開催に要する費用は、文化庁、社団法人全国高等学校文化連盟及

び群馬県等が負担する。



8/6(水) 8/7(木) 8/8(金) 8/9(土) 8/10(日)

総合開会式 ぐんまアリーナ 前橋市 ○

パレード 前橋市街地 前橋市 ○

演劇 桐生市市民文化会館 桐生市 ○ ○ ○

合唱 群馬音楽センター 高崎市 ○

吹奏楽 群馬音楽センター 高崎市 ○ ○

器楽・管弦楽 群馬県民会館 前橋市 ○ ○

日本音楽 太田市新田文化会館 太田市 ○ ○

吟詠剣詩舞 前橋市民文化会館 前橋市 ○

郷土芸能 群馬県みかぼみらい館 藤岡市 ○ ○

マーチングバンド・バトントワリング ぐんまアリーナ 前橋市 ○

美術・工芸 群馬県立近代美術館 高崎市 ○ ○ ○ ○ ○

書道 群馬県庁県民ホール 前橋市 ○ ○ ○ ○ ○

高崎シティギャラリー 高崎市 ○ ○ ○ ○ ○

水上温泉地域の利根川ほか みなかみ町 ○

放送 伊勢崎市文化会館 伊勢崎市 ○ ○

囲碁 群馬県生涯学習センター 前橋市 ○ ○

将棋 群馬県生涯学習センター 前橋市 ○ ○

弁論 館林市文化会館 館林市 ○ ○

小倉百人一首かるた ぐんま武道館 前橋市 ○ ○ ○

新聞 前橋市民文化会館 前橋市 ○ ○ ○ ○ ○

文芸 渋川市民会館 渋川市 ○ ○ ○ ○ ○

青少年赤十字（協賛） 群馬県社会福祉総合センター 前橋市 ○ ○

ミュージカル（協賛） 吾妻郡文化会館 中之条町 ○

オペラ（協賛） かぶら文化ホール 富岡市 ○

特別支援学校（協賛） 群馬会館 前橋市 ○ ○ ○ ○ ○

園芸装飾(協賛） 群馬県内の各開催会場 各市町 ○ ○ ○ ○ ○

茶・華道（協賛） 群馬県内の各開催会場 各市町 ○ ○ ○ ○ ○

【 第３２回全国高等学校総合文化祭事業計画 】

写真

開 催 日
部 門 会場（案） 開催市町



第32回全国高等学校総合文化祭

参 加 校 推 薦 要 領

第32回全国高等学校総合文化祭の参加校については、以下により推薦してください。

１ 推薦基準

推薦基準は、各都道府県高等学校（芸術）文化連盟に加盟し、各部門の「参加要領」記載

の参加資格を有する優秀校とします。

なお、各都道府県高等学校（芸術）文化連盟に加盟していないものを推薦しようとする場

合には、事前に全国高等学校文化連盟会長と協議してください。

２ 各都道府県からの推薦数

各都道府県からの推薦数は、各部門の「参加要領」記載のとおりとします。

３ 演奏・演技・作品等についての規程

各部門の「参加要領」に記載のとおりとします。

美術・工芸、書道、写真、放送、新聞、文芸の展示作品については、次のとおりに搬入（送

付）してください。

部 門 搬 入 受 付 期 間

美 術・工芸
平成20年６月６日（金）～６月13日（金）

書 道

写 真 平成20年６月６日（金）～６月12日（木）

部 門 送 付 受 付 期 間

文 芸
平成20年５月12日（月）～５月19日（月）

放 送

新 聞 平成20年６月２日（月）～６月９日（月）

４ 個人情報の取り扱いについて

参加者等の肖像及び作品等を、記録集・記録ビデオ・ホームページ等に掲載したり、テレ

ビ等で放映することがありますので、あらかじめご了承ください。

５ 承諾書及び推薦書の作成

(1) 推薦する学校ごとに、別紙様式による「参加承諾書（学校用）」を作成してください。

(2) 都道府県ごとに、「参加校推薦書（教育委員会用又は高等学校（芸術）文化連盟用）」を作

成してください。



６ 承諾書及び推薦書の提出

(1) 各都道府県の教育委員会又は高等学校（芸術）文化連盟は、「参加承諾書（学校用）」、「参

加校推薦書（教育委員会用又は高等学校（芸術）文化連盟用）」を提出してください。

(2) 囲碁、将棋、弁論及び小倉百人一首かるたの部門は、参加校推薦書提出締切日までに推薦

校が未定でも参加の意志がある場合には、「参加校推薦書（教育委員会用又は高等学校（芸

術）文化連盟用）」に参加予定校数、参加予定人数等を記入の上、提出してください。「参

加承諾書（学校用）」については記載の必要はありません。

(3) 提出先

〒371-8570 群馬県前橋市大手町一丁目１番１号（群馬県教育委員会内）

第32回全国高等学校総合文化祭群馬県実行委員会事務局

TEL 027-226-4653 FAX 027-243-7785

(4) 提出締切日

平成２０年１月３１日（木）
※締切日を過ぎた場合には、原則として受け付けません。

７ 参加校の決定

各都道府県から送付された「参加校推薦書（教育委員会用又は高等学校（芸術）文化連盟

用）」及び「参加承諾書（学校用）」により参加校を決定し、平成20年３月以降に通知しま

す。通知の際、「参加要項」及び「参加申込書」等を送付します。

各都道府県では、参加校決定書に基づき、締切日までに参加申込をしてください。

なお、囲碁、将棋、弁論及び小倉百人一首かるたの部門において、推薦校未定で「参加校

推薦書」を提出した都道府県については、参加申込書が受理された段階で参加校を決定した

と見なします。

参加申込書の締切日は、囲碁、将棋、弁論及び小倉百人一首かるたの部門については、平

成20年６月６日（金）、それ以外の部門については平成20年５月９日（金）とします。

８ 協賛部門への参加について

第32回全国高等学校総合文化祭では、「青少年赤十字」、「ミュージカル」、「オペラ」、「特

別支援学校」、「園芸装飾」、「茶・華道」の６つの協賛部門を開催します。参加については

下記のとおりですのでご注意ください。

(1) 「青少年赤十字」部門は、群馬県外の高等学校の参加が可能です。

(2) 「ミュージカル」、「オペラ」、「園芸装飾」、「茶・華道」部門は、群馬県内の高等学校の参

加となります。

(3) 「特別支援学校」部門については、群馬県内の特別支援学校のみの参加となります。

９ 東京公演について

第19回全国高等学校総合文化祭優秀校東京公演は、平成20年8月30日(土)・31日(日)の両

日、国立劇場において開催される予定です。詳細については、全国高等学校文化連盟と関係

機関で検討中ですので、後日、全国高等学校文化連盟から連絡することになります。



第32回全国高等学校総合文化祭

放送部門参加要領

１ 目 的 この部門の開催目的を次のとおりとします。

(1) 全国の高校生が、作品の制作や発表を通して全国の仲間と交流を深め

る。

(2) 作品や原稿の作成を通して、自らの郷土を新たな視点でもう一度見つ

め直す。

(3) 美しい日本語を、アナウンス・朗読・ナレーションで表現することに

より、言葉による表現のすばらしさを再認識する。

２ 日 時 平成20年８月９日(土) 9:00～18:00 (予定)

８月10日(日) 9:00～18:00 (予定)

３ 会 場 伊勢崎市文化会館

〒372-0014 群馬県伊勢崎市昭和町3918番地 TEL (0270)23-6070

４ 参 加 資 格 全国高等学校総合文化祭開催基準規程第10条に基づき、参加資格を有する

者とします。

５ 部門および (1) アナウンス部門 ３名

発 表 者 ・ (2) 朗読部門 ３名

出 品 数 (3) オーディオピクチャー(ＡＰ)部門 １作品

(4) ビデオメッセージ(ＶＭ)部門 ２作品

※開催県については、それぞれの部門について２倍まで可とします。

６ 発 表 ・ (1) アナウンス部門

出品基準 ア 郷土の話題を全国の高校生に伝える内容の原稿を作り発表してくだ

さい。

イ 発表時間は、学校名、氏名を含めて１分30秒以内とします。

ウ ＪＰＥＧ形式のデジタル静止画像(５枚以内)を併用することができ

ます。

エ デジタル静止画像は、パソコンからビデオプロジェクター１台で投

影するものとします。

オ デジタル静止画像の投影は、台本に従って開催県が担当しますが、

希望により発表校で行うこともできます。

カ デジタル静止画像のデータは、CD-Rにより提出してください。

キ ＢＧＭは使用できません。

(2) 朗読部門

ア それぞれの郷土にゆかりのある作家または作品の中から原文のまま

を一部選んで原稿としてください。

イ 発表時間は、学校名、氏名、作者名および作品名を含めて２分以内

とします。

ウ ＭＤによる効果音やＢＧＭを併用することができます。

エ ＭＤに１作品分を再生順に録音したものとします。

オ ＭＤは標準モードで録音し、ＭＤＬＰは不可とします。

カ ＭＤのほかに、ディスクエラーの場合に備え、同じ内容のカセット

テープも提出してください。

キ 再生と音量調節は、台本に従って開催県が担当しますが、希望によ

り発表校で行うこともできます。

ク デジタル静止画像は使用できません。



(3) オーディオピクチャー(ＡＰ)部門

ア 郷土に関する話題を取り上げた作品にしてください。

イ ＭＤによるステレオ音声とＪＰＥＧ形式のデジタル静止画像（50画

像以内）を併用する作品とします。

ウ ドキュメンタリー形式、ドラマ形式など手法は問いません。

エ 発表時間は５分以内とします。

(4) ビデオメッセージ(ＶＭ)部門

ア 郷土に関する話題を取り上げた作品にしてください。

イ 自校オリジナルのビデオ作品とします。

ウ 発表時間は５分以内とします。

７ 規 格 (1) デジタル静止画像（アナウンス部門）

ア ビデオプロジェクターにより、パソコンからＪＰＥＧ形式のデジタ

ル静止画像（５画像以内）を投影するものとします。

イ ビデオプロジェクターを１台使用できます。

ウ デジタル静止画像の投影は、台本にしたがって開催県が担当します

が、希望により発表校で行うこともできます。

エ デジタル静止画像のデータはCD-Rにより提出してください。

オ 静止画像のサイズは1600×1200ピクセル以下としてください。

(2) デジタル静止画像(ＡＰ部門)

ア ビデオプロジェクターにより、パソコンからＪＰＥＧ形式のデジタ

ル静止画像（50画像以内、総容量は50MB以内）を投影するものとしま

す。

イ ビデオプロジェクターを１台使用できます。

ウ デジタル静止画像の投影操作は発表校が行ってください。

エ デジタル静止画像のデータはCD-Rにより提出してください。

オ 静止画像のサイズは1600×1200ピクセル以下としてください。

(3) 音声再生(朗読部門・ＡＰ部門)

ア ＭＤに１作品分を再生順に録音したものとします。

イ ＭＤは標準モードで録音し、ＭＤＬＰは不可とします。

ウ ＭＤのほかに、ディスクエラーの場合に備え、同じ内容のカセット

テープも提出してください。

エ 再生と音量調節は、台本に従って開催県が担当しますが、朗読部門

に限り希望により発表校で行うこともできます。

(4) ビデオ(ＶＭ部門)

ア miniＤＶ(ＤＶ規格は民生用)、もしくはVHS（S-VHSも可）のテープ

に録画したものとします。ただし、可能な限りminiＤＶにてご提出く

ださい。

イ テープスピードは、「標準(SP)モード」とします。「長時間(３倍・

LP)モード」は使用しないでください。

ウ 音声は、「12bit stereo 1」「12bit stereo 2」「16bit stereo」の

いずれか一つとし、ミックス再生は行いません。

エ 作品本編の前後に20秒間の静止画によるテストパターン(形式は自

由)を録画してください。

オ 作品の再生は開催県が行います。

(5) 共通事項

ア 著作権に関する権利者の許諾が必要な場合は、出場各校で所定の手

続きをしてください。

イ 各部門とも、提出作品はほかのコンクール等に参加していないもの

とします。



８ 発 表 順 開催県事務局で決定します。

９ 審 査 講 評 (1) 審査および講評を、開催県で委嘱した審査員により行います。

および表彰 (2) 各部門とも特に優れた発表・作品に優秀賞を授与します。また、部門

の基準に照らして表彰に値すると認められた発表・作品に、特別賞を

授与します。

(3) 講評会、表彰式は閉会式に先立って行います。

10 リハーサル ＡＰ部門についてのみ、希望校は次の日程で行います。

(1) 期 日 平成20年８月８日(金) 12：00より（予定）

(2) 場 所 伊勢崎市文化会館

11 交 流 会 次のとおり生徒の交流会を行います。

(1) 期 日 平成20年８月９日(土)・10日(日)

(2) 会 場 伊勢崎市文化会館

(3) 内 容 未定

12 関 係 会 議 次のとおり放送専門部関係会議を行います。

(1) 日 時 平成20年８月８日(金)

ア 顧問会議 14:00～16:00（予定）

イ 都道府県代表者会議 16:00～17:00（予定）

(2) 場 所 伊勢崎市文化会館

13 参加校推薦 各都道府県の高等学校(芸術)文化連盟または教育委員会の指示に従ってく

書 の 送 付 ださい。

14 作 品 及 び 各都道府県単位で一括して送付してください。

台本の提出

15 そ の 他 詳細については、平成20年３月に送付する「参加要項」等でお知らせしま

す。

16 事 務 局 〒371-8570 群馬県前橋市大手町一丁目１番１号

群馬県教育委員会全国高校総合文化祭推進室内

第32回全国高等学校総合文化祭 群馬県実行委員会事務局

TEL (027)226-4655 FAX (027)243-7785

E-mail gunmasoubun@pref.gunma.jp

17 部 門 の 〒370-0041 群馬県高崎市東貝沢町３-４

問い合わせ 群馬県立高崎商業高等学校内

放送部会代表委員 林 匡宏
は や し ま さ ひ ろ

TEL (027)361-7000 FAX (027)364-6148

E-mail housou＠gunmasoubun.com




